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おいても 2014 年度に採択された AP（大学教育再生加速プログラム）の一環とし
て，教育と学習，すなわち「教学」に特化した IR（以下，教学 IR）を推進するこ
ととなった[1]． 
IR は 1950 年代にすでにアメリカの大学で開始されており，1960 年代には急速
に活動が拡大した [2,3]．アメリカやカナダのほとんどの大学では，専門部署の設
置と人員の配置が行われており，IR を行っていない大学はないと言ってよい状況













































的に IR に係わることができる大学であれば，情報システム化を行わなくても IR
を活用することは可能であると言える．しかし，現状の日本の多くの大学では難
しいのが実情である． 





















「1.1 背景」でも述べたとおり IR を活用できていない大学が多い．IR の活用に
























































前述の通り，日本の大学の多くが IR と IT の両方の専門知識を兼ね備えた人員
の確保と IR 専用の情報システムの導入が難しい環境下にある．本研究では，その




アカンサスポータル[13] [詳細は 2 章参照]（図 1-1）の利用記録や，e-Learning シ
ステムの学習記録などを中心としたデータである．教学 IR としての評価ととも
に開発したシステムで分析を行い，結果をポータルなどの情報システム改善のた

















「1.2 問題点」で考察した IR の三つのパートにおける技術的な問題を解決し，

































































































































































































ラウド上の仮想環境で稼働しており， OS は Red Hat Enterprise Linux Server 6 およ
び CentOS6，利用した開発言語は，PHP5，Java6，主に使用したソフトウェアとし
て仮想化ソフトウェアには VMware vSphere，DB には，Oracle Database 11g Release 
2，Web 系として Apache2，Tomcat6 を利用した．主要サーバの多くは上述の仮想
化ソフトウェアを用いて構築した仮想化環境上で動作しているが，Oracle 

































アカンサスポータルおよび配下の各種 SP は，すべて金沢大学 ID を用いて KU-
SSO で SSO を行った後に利用できる仕組みとなっている． 
当時，学内では多数の ID が発行されており，我々は，利用者の利便性の向上，
ID の管理コストの削減を行うために，金沢大学 ID を発行した．金沢大学 ID と
は，ランダムで生成した先頭 3 桁が英字，後ろ 5 桁が数字の計 8 桁の ID で，ど














している機能（表 2-1 参照）と，Web 履修登録や給与明細閲覧などの特定の機能








表 2-1 アカンサスポータルの機能 
機能 説明 
システム連携 SSO およびデータ連携 
時間割 
















































表 2-2 SSO 連携システム 
連携システム 説明 
LMS（WebClass） e-ラーニングシステム 
アルクネットアカデミー２ 英語学習用 e-ラーニングシステム 










教員 DB 教員の教育研究業務実績などの入力，閲覧 









学内 HP 閲覧 学内 HP の閲覧 
会議資料閲覧 ペーパレス会議用資料閲覧 



































対応する言語分の情報が入力できる仕組みとした（図 2-2，図 2-3）． 
 
図 2-2 ログイン前画面の言語選択 
 
 












できないユーザが多数存在していた．生涯 ID である金沢大学 ID の導入にともな
い，これらのユーザを含め金沢大学 ID を発行した全構成員の基本情報を永続的
に管理する必要が生じた．また，各 SP が個別に教務系 DB や人事 DB に接続する
ことはセキュリティ上問題がある．このため，我々は，業務システム融合化の原
則[24,25])に従い，全構成員の基本情報を一元的に管理するためのユーザ基本情報
DB を作成した．ただし，現状では，ユーザ基本情報 DB には，アカンサスポータ
ルに組み込まれたサービスが利用するデータも保存されており，将来的には，分
離して管理する予定である．図 2-4 はユーザ基本情報 DB を中心とした基本情報
データの流れを示したものである．図中の実線矢印は DB へのデータ入力，点線









が稼働している．ポートフォリオ DB とは，ポータルの基本 DB であり，他シス
テムから必要なデータの集約を行い，必要に応じてポータルが提供する機能の実



















































































アルクネットアカデミー２ OUT：学生・教職員ユーザ情報(CSV 手動処理) 







































学では認証用の ID として生涯 ID である金沢大学 ID を用いているため，新たな
ユーザ情報が基本情報 DB に送られてきたとき，同一人物か判定を行う必要があ



























2.3.6 連携 SSO 対象システム（SP） 






人１ID を使用することが要求されるシステムに対しては，金沢大学 ID を一定ル
ールで変換した ID を提供することで，セキュリティを確保しつつ，SSO を実現
している．変換規則は，各 SP の特性に応じ，本学独自の変換ルールやハッシュ化
を用いている．独自ルールの方式では，可逆変換を用いており，復号が可能であ













































表 2-4 主なサーバの冗長構成 
サーバ 台数 冗長化手段 








ポータル DB サーバ 2 台 Oracle Real Application Clusters 
KU-SSO Web サーバ 2 台 
ロードバランサ 
Session 共有 




メールサーバ 2 台 ロードバランサ 






冗長化前は，Oracle の障害や，Web サーバの Web アプリケーションエラー発生
時は，手動で復旧するまで運用が停止することもあったが，冗長化したことで，














































後は，OB 向けのサービス向上が急がれる．また，金沢大学 ID 導入以前に卒業・










































































































































るポートフォリオ DB 格納されている．そのため，解析方法としては，DB に SQL






















































は 2008 年 4 月に，学部制から学域・学類制に移行し，3 学域 16 学類 5 研究科 と
いう組織区分となっている（表 3-2）．本研究では，本学の所属学生を表 3 の「組
織区分」のように大きく分類し，それぞれの組織区分による利用状況について調
査を行った． 
表 3-2 3 学域 16 学類 5 研究科一覧 




経済学類  学域学類生 
学校教育学類 学域学類生 
地域創造学類 学域学類生 












研究科など 専攻など 組織区分 
人間社会環境研究科 6専攻 大学院（修士課程） 
教育学研究科   特殊教育特別専攻科 












図 3-3 に 2014 年度における学生の組織区分・学年別のアカンサスポータルへの




学類 1 年生のログイン数が多いことは，LMS の利用に深く関係しているのではな
いかと推測した．そのため，学域学類 1 年生の LMS アクセス数を調査したとこ








は 1 年生に比べて半分以下の履修数であった．このことから，履修数で 4 年生な
どの最終学年の利用が減少しているのは，受講している講義が少なく，LMS を利
用する機会が少ないことが影響していると言える．専門職大学院のログイン数が














































学生の 2014 年度の組織単位のアカンサスポータルの 1 人あたりのログイン数，





できる．この数を LMS アクセス数とする． 
表から，大学院（特に博士後期）は LMS の利用数が少ないことがわかった．そ
れに対し，専門大学院は利用数が非常に多いことがわかった．専門職大学院でロ



















表 3-3 組織単位ログイン数・LMS アクセス数 
組織区分 ログイン数 LMSアクセス数 割合 
学域学類生 926,595  884,334  95.4% 
大学院（修士課程） 85,802  27,152  31.6% 
大学院（博士課程） 14,329  1,139  7.9% 
専門職大学院 9,399  11,827  125.8% 
※割合は「LMS アクセス数/ログイン数」 
 
3.3.5 月・組織区分単位のログイン数・LMS アクセス数 
月ごとでのログイン数，LMS アクセス数を解析することで，各月での学生の学
習状況を把握し，今後の LMS の利用方法の改善を進めていくことを目的に解析
を行った．学生の 2014 年度の年ごとの組織区分単位でのアカンサスポータルの 1










図 3-4 月ごとの 1 人あたりのログイン数 
 
 

















































































表 3-4 組織単位ログイン数・LMS アクセス数 
年月 
学域学類生  大学院（修士課程）  
ログイン数 LMSアクセス数 割合 ログイン数 LMSアクセス数 割合 
2014.04 117,114  95,547  81.6% 14,904  2,709  18.2% 
2014.05 105,889  139,239  131.5% 9,090  4,656  51.2% 
2014.06 101,748  123,352  121.2% 7,437  3,961  53.3% 
2014.07 115,720  135,993  117.5% 7,560  4,085  54.0% 
2014.08 45,075  37,988  84.3% 4,039  2,113  52.3% 
2014.09 36,936  9,630  26.1% 4,241  404  9.5% 
2014.10 93,547  74,463  79.6% 9,481  1,834  19.3% 
2014.11 70,533  68,994  97.8% 5,835  2,041  35.0% 
2014.12 66,028  63,642  96.4% 6,029  1,746  29.0% 
2015.01 80,647  75,597  93.7% 8,029  2,357  29.4% 
2015.02 66,170  55,876  84.4% 5,977  1,547  25.9% 
2015.03 24,892  4,149  16.7% 4,524  637  14.1% 
年月 
大学院（博士課程） 専門職大学院  
ログイン数 LMSアクセス数 割合 ログイン数 LMSアクセス数 割合 
2014.04 2,968  153  5.2% 1,243  1,771  142.5% 
2014.05 1,472  161  10.9% 1,000  1,454  145.4% 
2014.06 1,612  93  5.8% 848  1,306  154.0% 
2014.07 1,433  116  8.1% 1,027  1,494  145.5% 
2014.08 1,020  119  11.7% 429  423  98.6% 
2014.09 1,222  65  5.3% 563  922  163.8% 
2014.10 2,104  207  9.8% 876  1,212  138.4% 
2014.11 1,371  308  22.5% 791  1,098  138.8% 
2014.12 1,275  171  13.4% 724  914  126.2% 
2015.01 1,745  208  11.9% 618  654  105.8% 
2015.02 1,307  159  12.2% 354  327  92.4% 





3.3.6 全学生の LMS アクセス数とログイン数 
本節では，LMS の利用方法についての検討を行う．それによって，今後の LMS
の利用方法について改善することを目的改善することを目指す． 
2009 年 4 月から 2015 年 6 月までの全学生の LMS アクセス数とログイン数を比
較することで，現在までにアカンサスポータルと LMS がどのように利用された
かを把握する． 
2009 年 4 月から 2015 年 6 月までの全学生の期間の月ごとの LMS アクセス数と






































































































































































































































































































表 3-5 お知らせのカテゴリによる掲載数 
カテゴリ 掲載数 割合 
指定なし 1,153 59.0% 
法務研究科 202 10.3% 
保健学類・保健学専攻 166 8.5% 
理工学域・自然科学研究科 63 3.2% 
留学生向け 59 3.0% 
図書館からの連絡 52 2.7% 
授業料・奨学金等 45 2.3% 
就職関係 42 2.1% 
地域連携推進センターからの連絡 37 1.9% 
保健管理センターからの連絡 34 1.7% 
授業関係 32 1.6% 
ボランティア 31 1.6% 
試験関係情報 18 0.9% 
アカンサスポータル 12 0.6% 
大学教育開発・支援センターからの連絡 4 0.2% 























た． 根拠として，日本人が 12 人（約 1%弱）しか英語を選択していないにも関わ
らず，留学生の中のアジア地域の割合は 86%を占めているにも関わらず， 190 人
（約 35.5%）が英語を選択していることから言える．  
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図 3-11 使用言語の割合 







英語の発信が少ない根拠として，2015 年度の 119 件の英語のお知らせの掲載者




























図 3-12 英語のお知らせ・メッセージの割合 
3.6 今後の展望 
今回のデータ解析と考察は，アカンサスポータルに蓄積されたデータを利用し





















































第4章 IR 支援システムの開発 
4.1 はじめに 
3 章では，現在のポータル内にあるデータベースに直接アクセスして，データ































































がないため，手動で出力した CSV ファイルのデータを利用した．今回，Oracle を
利用しているシステムが多いことから，データウェアハウスのデータベースは，




運用している IR を支援するための金沢大学 IR 支援システム（以下，IR 支援シス









MariaDB，Web エンジンは Apache 等，無償のアプリケーションを採用している． 
また特定の大学に特化した仕様ではないため，今後他の大学で委嘱することを
考えた場合でも，低コストで構築が可能である．ユーザ情報，所属などのマスタ
情報は，アカンサスポータルから，1 日 1 回自動で連携を行い，情報を更新して
いる．そのため，金沢大学で就労後，すぐに IR 支援システムの利用が可能であ
り，退職後は利用できなくなる．システム構成は図 4-3 を参照． 
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図 4-3 KUIR システム構成図 
 
グラフの描画エンジンは，非商業目的で無償の利用可能である Highcharts[28]を















表 4-1 IR 支援システム登録データ種別 
総学生数 学生数（男女比） 学生数（所属別） 



















ムに SQL を登録して，その結果をブラウザ上で Highcharts を利用してグラフ表
示，表形式の出力を行った．今回各分析で利用したグラフの図は，Highcharts の標
準機能である画像保存機能で保存した画像を利用している． 







IR 支援システムに登録した結果を Highcharts の画像保存機能を利用して，出力し





















全授業数の中から 2015 年度の LMS を利用していると考えられるコンテンツ数
が 4 個以上で，履修者が 10 人以上いる授業に対して，WebClass を利用している









図 4-5 2015 年度 LMS 利用率 
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4.3.4 2015 年度 Web シラバス登録率 
次に LMS の利用している授業と比較を行うために，2015 年度で履修者が 10 人












4.3.5 LMS 利用授業と他システムのデータ比較 
LMS を利用する教員は，他のシステムも利用して，効率的に授業を進めている
ことが予想される．そこで，LMS の利用を行っているデータを基本として，所属
の分類を抜き，履修者が 10 人以上で LMS の登録コンテンツ数が 0~15 個，16 個
以上の 17 種類で，メッセージ利用授業数として送信件数 100 件以上と Web シラ
バス登録授業数で，それぞれ割合を抽出した．コンテンツ数を 16 個の単位で比較
したのは，基本的な半期の授業回数が15回とテストの 1回を含めて計 16回あり， 
LMS を多く利用している授業については，1 回の授業で 1 個以上のコンテンツを
利用していると推測したためである．抽出した結果が図 4-8 である． 
 
図 4-8 LMS 利用授業と他システムのデータ比較 
 
この結果から，LMS を利用していない授業（コンテンツ数 0 個）と比較して，



















































本章の対象として，図 5-1 の対象範囲を参照されたい． 
 
 




















5.2.2 DB 毎の全インポート 





② DB が Oracle や Microsoft SQL Server などの高額なライセンスが発生する製
品の場合，別途ライセンス費が必要なり，高額な費用が発生する 












5.2.3 1 つの DB に同じ製品の DB を複数データ登録 
5.2.2 の③を解決するためには，1 つの DB にデータを収集しなければ，複雑
な分析は難しい．4 章では，1 つの DB に同じ製品である 2 つの Oracle の DB
を，分析用の Oracle の DB を準備して，手動でインポートを行ったが，同じ製
品にも関わらず様々な問題が発生した．以下に実際に発生した問題点を述べる． 
① 1 個目の Oracle では問題なくインポート可能だが，文字コードが違う場合，
2 個目のインポートでエラーが大量発生した 




③ 登録件数が多いテーブルや，BLOB 型や CLOB 型など，サイズが大きい型
が利用されているテーブルのデータの挿入は，Microsoft Access がメモリ不
足になり，分割してデータを挿入する必要があり，大変な作業であった 










5.2.4 1 つの DB に手動で違う製品の DB を複数データ登録 
次に，1 つの製品の DB に複数の違う製品の DB のデータを収集する際の問題
点について述べる． 












5.2.5 DB マイグレーションツール利用 
次に，DB マイグレーションツールを利用した場合の問題点について述べる．
違う製品の DB にテーブルを移行する際に，マイグレーションツールと呼ばれ




























5.2.6 Pentaho の利用 





















































































図 5-2 汎用データウェアハウス開発構成図 
 
 

































① 「データベース接続管理」から接続情報を作成する（図 5-4 参照） 
 









ルを選択して，取込ボタンを押下する（図 5-6 参照） 
 


































本研究では，データの取り込み元の DB から，取り込み先の違う製品の DB に
データを取り込む時に，それぞれの DB にあった型やサイズ，独自ルールなどを
変換ルールの定義に従って，変換処理することで実現している．表 5-1 は，Oracle








表 5-1 変換ルール例 
元型 元サイズ 変換型 変換サイズ 
NUMBER 10 より下 int - 
NUMBER 10 以上 bigint - 
VARCHAR2 1000 より下 varchar 同サイズ 
VARCHAR2 1000 以上 longtext - 
DATE - datetime - 






開発した機能を利用して，アカンサスポータルの DB と Web シラバスの DB か
ら，汎用データウェアハウスにデータの自動取り込みを行った．アカンサスポー






今回は，取り込み元に MariaDB，取り込み先の対象 DB として，Oracle11g と
MariaDB の文字コードが UTF-8 の場合に取り込み可能である．今後は，学内の他




















































第 4 章，第 5 章で開発したシステムを用いて，アカンサスポータルの機能のア











機能が稼働した 2011 年 6 月から，登録数が上昇している．これは，運用当初のス
ケジューラー機能は，大学で利用するには閲覧権限の制御が不足していたことや、







































図 6-3 月別メッセージ送信数 
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